



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に ｢即 日的階級｣から ｢対日的階級｣への発展 と
い うふ うに説 明す る見解を批判的に検討 した｡そ
の結果,マルクスの一文は階級闘争に束ける未発


























































































































(15)鈴木安蔵 ｢階級｣,r社会科学講座 第3巻 社会構
成の原理j(弘文堂,1950年),144-145ページ｡念の
ために言えば,鈴木氏はこの引用文の末尾の｢r自分自
身のための階級J(classepourele一m昌me,KlassefGr
sich)｣に註をつけマルクス r哲学の貧困｣第2章第5
節を典拠として挙げている｡
(16) おそらく,｢即日的階級｣も｢対白的階級｣も--ゲ
ル論理学の用語を転用してつくられた言葉であろう｡
だがその由来を探ることは他の践会に委ねたい｡
(17) マルクス,前掲召,189ページ｡ただし,訳文は少し
変えてある｡
(18)KarlMarx,MiseredelaI)lilosplie,Editions
Sociales,1961,p.177.
(19)KarlMarx,DasEle71dderPJlilosPJlie,MEW,Bd.
4,S.181.
位0)括弧 (キッコ-)のなかの語は引用者が補ったもの
である｡
¢l) 服部文男｢階級および階級闘争｣,服部文男編 F講座
史的唯物論と現代 2 理論構造と基本概念j(青木召
店,1977年),296ページ｡ なお,服部氏の論文は F哲
学の貧困J第2章第5節を理解する上で大変参考に
なったはかりでなく,マルクスの階級および階級闘争
概念についても教えられることが多い論文であったこ
とを付記しておきたい｡
e2)マルクス･エンゲルス F共産党宣言｣,r全集｣第4
巻,483ページ｡傍点一引用者.
CZ3) マルクス･エンゲルス,前掲雷.483ページ｡
CZ4) マルクス･エンゲルス,前掲雷.484ページ｡
e5) マルクス F,レイ･ボナ′ミルトのプ･)ユメ-ル18日｣,
F全集｣範8巻,194ページ｡
¢6) マルクス.前掲苔.194ページ｡MEW,Bd.8,S.198.
即 マルクス,前掲召,194ページ,ドイツ語捜入-引用
者｡なお,伽,C)は行論の便宜上引用者が付したもの
である｡参考までにこの引用文に直接に接続する文章
を掲げておく｡｢だから,彼らは,議会をつうじてであ
れ,国民公会をつうじてであれ,自分の階級的利益を
自分の名まえで主張する能力がない｡彼らは,自分で
自分を代表することができず,だれかに代表してもら
わなければならない｣｡
(2g)鈴木氏の解釈については前掲の註(14)を参照oただし,
鈴木氏が ｢客観的実存として存在する階級｣を ｢即白
的階級｣ と同一視している点は支持できない｡
伽)以下において階級闘争という場合,とくにことあら
ないかぎり,すべて資本主義社会のそれをさしている｡
(30) マルクス･エンゲルスF共産党宣言』『全集』第4巻,
484ページ｡
(31) マルクスF資本論j第 1部,F全集』第23巻第1分冊,
305ページ,ドイツ語投入一引用老DMEW,Bd_23,
- ll-
S.249.
(32)マルクスF哲学の貧困』,F全集j第4巻,189ページ｡
(33) マルクス･エンゲルス r共産党宣言｣,r全集1第4
巻,484ページ｡
(34)マルクス･エンゲルス,前掲書.484ページ｡
(35) マルクス,1871年11月23E]付｢F･ポルテ宛の手紙｣,
F全集』第33巻,266ページ,傍点-マルクス｡
(36) ちなみに,レーニンは個々の資本家と個々の労働者
との闘争を｢階級闘争の弱い萌芽｣と述べている｡レー
ニン ｢われわれの当面の任務｣,Fレーニン全集｣第4
巻,大月書店,230ページ,参照｡
